
簡単設置で地面や構造物の異常を感知

クラウドで広域をリアルタイムに一括監視

土砂災害と老朽インフラ監視に革命
ポータブル監視杭システム
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異常気象により増え続ける土砂災害



年間１０００件を超える土砂災害が発生

令和５年は全国で１４７１件の
土砂災害が発生。

土砂災害発生件数（Ｒ５）

全体 1471件
土石流等 125件
地滑り 57件
がけ崩れ 1289件

死傷者数 27名
人家被害 262戸

参考） ある県の土砂災害危険箇所



そこで地面に挿し、地盤の変動を感知するセンサー杭

地面の揺れや傾きを感知し、異常を即座に警告



土石流のスピードは秒速10mにも達し
（オリンピック選手なみの速度）

発生後に避難することは困難とされる



土砂崩落の前兆現象を
すかさず捉えることが
避難対策には重要です

杭内部の高感度センサーが
地面の微細な変化を常時監視し
異常を知らせます



ポータブル通信センサー杭とは

通信基盤とセンサーが内蔵され
刺すだけで地面の異常を知らせる高機能な杭

LTE Wifi LPWA 等

通信基盤

センサー

標準
バッテリー

内蔵

映像カメラ

クラウドビューワーで
遠隔から現場監視

センサーデータと
カメラ映像で
現場の異常を
リアルタイム監視



技術者不要。タブレット一つで全てが遠隔管理できる。

クリックするだけで
全ての必要な情報が
表示される

３６０度の
鮮明映像



リアルタイムで現場の遠隔映像が見られる

エリアＡで異常発生！

無線カメラ

３６０度カメラを立上げ 現場映像を確認
クリックして直ちに詳細データを確認

避難指示や応急対策



高解像度のリアルタイム映像



林道崩落

土砂崩落

各種センサー＆クラウドで総合防災監視システムに

傾斜、水位、変位等のセンサーを用い
地域のあらゆる防災インフラについて
クラウドで一括監視が可能になります

市街地冠水橋の落下トンネル土砂災害

河川氾濫

建物・構造物の劣化

橋の崩壊

道路陥没



監視杭システムを用いる３つのメリット

①大災害になる前に予防措置が打てる

予兆を捉えることで、住民の早期避難誘導が可能になる

②緊急対応が格段に早くなる

リアルタイムで現地状況が把握できるため、災害発生時に
早急な応急対策が打てる

二次災害や関連被災を抑制できる

③職員のリソース不足を緩和

遠隔から総合監視ができるため、少ないマンパワーの組織でも
適切な対策を打つことができる


